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動 物の紹今 （第15回〉

ヌートリヤ

（かいりねずみ）噛歯目かいりねずみ科

ヌートリヤは、南米原産でうさぎ大の大ねずみ

です。日本でも岡山県あたりでは、湿地に独特の

穴を掘って自然繁殖しています。

乙れは、乙の動物の毛皮がよいため、戦前岡山

県で大量人工繁殖が計られたが、その増殖中のも

のが逃げだして棲みつき現在K至ったものです。

チリ一、ブラジJレ、ノマラグヮイ、アJレゼンチン

にわたり桜怠し、数亜種K別れる、と記載されて

います。

日本でも野性で自立す

ると ζ ろをみると、気候

に対しでかなりの順応v性

を持っているようです。

尾は太くて長く柔軟で、

陸上の動作は鈍いです

が、泳ぎは上手で水中生

活に適していますが、水

辺から lOOm以上離れたと ζ ろには、殆んど見ら

れないとも哲かれているととから、ヌートリヤは

カワウソと集った食生活で、採食はもっぱら陸上

で行い、水中は彼の逃避場所であるというその生

活振りが推測できます

話は変りますが、よく動物園IC何かのク イズ？

で水掻きのある動物を教えて下さい。という問い

合わせがあります。水掻きのある動物、それはイ

タチ科のカワウソ、。歯歯自のビーバー、 それに ζ

のヌートリヤの後肢にも立派な水掻きがあるとい

うととを党えておいてやって下さい。

ヌー トリヤは夜行性で、ヨシ、浮草の中で昼寝

をしてもっぱら夜、行動をします。

岡山県では附近の甘藷畑や、にんじん、大根、

その他野菜畑を荒すので困ったものだ、という話

も聞きます。食物は完全lζ上述のとおりの菜食主

義者です。

お箆は 1産 1～14仔を産み、生産態勢に乗ると
今』、

すばらしい繁殖をします。

本因で起った話ですが、昭和35年非常な寒波に

襲われ、水槽IU.kが終日張りつめたときのととで

した、2匹のヌートリヤが次々にたおれたので

す。原因を調査したのですが、内臓には何らの変

状もなく 、病原菌も出てきません。胃lζも充分館

が入っています。しかし

四肢が高度の霜やけで、

一部皮腐は剥離し、凍傷

の症状が明らかでした。

察すると ζ ろ、13。Cの

池の湧水と呉る0°C以下

の水槽の中で泳ぎすぎた

ためです。

その後は、きびしい、寒波の来るときは、水槽←

の水を少くして余り泳ぐ気持ちを起させないよう J 
Kしてやっています。

（松岡恵爾）

表紙の写 真説 明

「牛リンj

一昨年5月IC生まれたあみめきりんのキリーちゃ

んです。母親と同じくらい大きくなり元気に走り I 

まわっています。

フ』

はとの飼い方

はとは平和のシンボルとして人々K親しまれて

います。はとの仲間は約 400種あり、日本lζは4

種類がすんでいます。そのうちかわらばととよば

れるはとを飼いならして家禽とし、利用する目的

lとよって改良が加えられ、伝書ばと、食用ばと、

愛玩ばとなどがうまれました。今回ははとの飼い

かたを御紹介します。

はと小屋の位置は臨当りのよい場所にっくり、

その大きさは羽数によってきめますが3つがいで

すと l×1×1.3mぐらいの大きさにします。 3方

を金網張りとして、後方は板張りをします。 （図

参照〉 ζ のrjqc30×30cmくらいの大きさに巣房を

つくってやります。乙れは 1つがいどとの個室の

ようなものですが、はとは巣尻ーのより好みをしま

すので、夫婦数より多く設けてやります。又、産

卵用の巣山を入れてやります。

飼料は、主として白えんどうととうもろとしと

の混合したもので、7: 3の割合にして与えま

す。副食として玄米と麻の実を与えます。育雛期

や冬などに麻の実を多く与えるのがよろしい。此

頃ははとのえさとして小鳥屋lζ乙うしたものを上

一宇 手に配合したえさが光られていますので、ζれを

利用するよ便利です。

つぎに鉱物飼料として H塩土グを与えます。 ζ

れは、黄土、レンガ末、かきがら、塩、を絞り固

めたものです。これを容器lと入れてはとの自由に

まかせて食べさせます。その他、青菜やは乙べな

どの野草を時々与えて下さい。

それから、はとはかなり多くの水を欽みますの

＿＿，、F。

で、水を！）こさないようにして下さい。又水浴びが

好きですから、水浴び用の水槽も備えてやりま

す。

はとの発的JIJJは酷寒と酷暑の時期を除いてほと

んど1年中といってよいのですが、あまり回数を

多く繁殖させると親の体力が劣えますので、春2

回、秋 1固ぐらいにして生育のよい仔鳩を生産す

飼い方シリーズ （第13回〉

るよう心がけて下さい。

はとは発情するとおすはめすの周りを鳴きなが

ら頭を上げたり下げたりしてまわります。やが

て、めすも発情して巣房の中K入るようになりま

すので、枯れた小枝などを15～20cmぐらいに折っ

て鳩舎に入れておいてやると、巣皿lζ運びとんで

巣を作ります。1回おきに 2卵をうみ、おすとめ

す交代で抱卵します抱卵中はなるべく静かにして

やるようにします。抱卵期間中は、17～18日で

す。ひなは親の口iζ鳴を入れて消化しやすいよう

になった餌を流し込んでもらいます。 1週間ぐら

いで、ひなは限があき25日ぐらいたつと独りで、

餌をとるようになります。

はとの病気の主なものは、ミユーゲ病、鳩病か

ぜひき、下痢などがあります。いつも、舎内は美

しく消却し、新しい餌と水を与えて、常にはとの

世j!J;JHζ気をつけてやって病気lζか hらないように

してやって下さい。

病気を発比したときは、直ちK分離 して別な場

所で治療し病気がひろがらないようにして下さ

し、。
（樽本勲）
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↑水泳が得意のとら君水から上るとひるねをす

るのが日課です

動助園クラフ
カンカン照りの毎日が続いています

人は、海や1l1K.涼を求めて都会を離れ暑い夏をすどします。

しかし動物たちはどのようにしてとの暑い日本の夏を過しているのでしょうか。

ζζlζ動物たちの消夏法の一端を紹介しましょう。

←ワTー暑くてたまらん

J}<をがぶのみするゴリラ

？いで同し地冷してと

↑動物園ーの暑がりやはしろくま君 プール

に入って氷Kかぶりついています

－’ 

↑得意のはなホースの水あぴでからだをひ

やすぞうさん
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↑早くプーJレ』とはいらないか．？ とくろさい君↑ζ んなに暑くてはひるねにかぎるえ／

ピュー7夫婦

7月動 物園日記
1. 大雨でボイラ一室IC浸水しました。しかし動物たちは皆無

司王でした。
5. ヨーロッバζ うのとりのひなが、初飛朔し、池lζ降りて餌

をあさっていました。
今年第1番目のはなしかが生まれましたが、おしいζ と！と

すぐ死にました。
8. 再度の集中豪雨で、北国一帯が水没しましたので、臨時休

聞としました。
9. カンカツレーが赤ちゃんを育児袋から山してしまいましたの

で、人工日南乳を始めました。

2頭目のはなしかが生まれました。元気IC育っています。
12. てながざるの 1頑が下痢していますので、治療を続けてい

ます。
15.宇都、大阪間の定期航空路開設を記念して、親善動物交換

を行いま した。
大阪市からは、おながさじと、きじばとを贈り、宇部d1か

らはインドくじゃ．くが贈られてきま した。
16 . ア イ スラン トーから、 水鳥の卵を輸入して~気ふ卵器lζ入れ

ていましたが、きんくろはじろ 1羽とおかよしがも 2羽が

ふ化しました。
23.今夏最高の暑さを記録しました。 (35.3°C）ゴリラもた

まらず7.l<IC飛び込み、大はしゃぎしていました。
24.インドやまあらしが、赤ちゃんをうみました。元気に育っ

ています。

26.町の動物愛好家から、しろくまとペンギンに、たく さんの

氷のプレゼン トが届けられました。暑さにうだっていたし
ろくま君は大告ーびです。

29.永らく動物園で活躍していたオ リックスのめすが、動物交
換で他の動物園IC送られました。かわりに新しいオリック
ス夫婦がかも しか閣でお目見得しています。
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ス動物園ニュー’＼。ツトを訪ねマ

野生の，l誌の保謹増殖が叫ばれていますが、当闘

では今年からアイスランド野生の鴨の卵を取り寄

せ人工ふ化を始めました。

かもの人工ふ化IC成功
（左おかよしがも おキンク ロハジロ）

7月20日限影

今年輸入したのは、きんくろはじろ 6コ、おか

よしがも 4コ、 す Eがも 3コ、 ほhじろがも 2コ

の計15コでした。

乙のうち 7月14日におかよしがも 2羽と、きん

くろはじろ l羽がふ化に成功しました。惜しいと

とにおかよしがもの l羽が死にましたが、現在2

羽が元気で育っています。やはり鴨の子で水泳は

得意。写真，のように元気lとおよぎま わっていま

す。

シロク＜＂ICプレゼント

かもの人工ふ化に成功

ゾャレたり、ク

ワエたり、7｝くに浮

かべて抱きつい

たり。とけて流

れてなくなるまで

1時間程でしたが

、しばし生まれ故

郷の感触を楽しみ

ました。

シロクマにプレゼン卜

7月26日朝、 vロクマの若夫お1Hと氷のおヰl元

(700kg）が届けられました。

届出主は動物園のすぐ隣りの浪速区恵美須町で

氷会社を経営する足立俊治（59）さんo

去年の春入国したばかりで日本の夏はまだ2度

目の経験なのに、例年にない猛暑続きにグロッキ

一気味だった北極の王者しろくまさんも，思わぬ贈

り物K大喜び。

南米はブラジノレ . lffj ,, l 

I :i l! l!l!ill i~ ！ i.i i I ,; 
の首都リ オデジャ Lli 1il.lllllH!li ilillii,JI 
ネイロから空輸さ 1111 :IU!llill:ll1Willll!111 
れ、7月25日当岡 l11l・!l;;!l!lll'll温出！川｜！！

日きました。南 11il1 ll I l!llll llllmllfil l ::: 
li]!llll'I！山島と~

米特産のζの同 11:11141119／三一
日本の動物園では llljι・・・E軍司冊目
なかなか入手し難 r

いため馴染みがう

すく、和名がない F ー ー

のもそのあたりに ζ

由来するのかもし

れません。本国で

も昭和13年に飼育

された記録がありますが間もな く死んでおり、 28

年振りのお目見得です。現在日本では当国だけ。

鶴自に属しますが細くて長い足がそれを思わす位

で、 鋭い目っき、短かく 、先のとがっ た赤色の

I賞、枯れた茶色の羽毛はむしろ ワνの感じ、体高

60～70cm。飛ぶ力はほとんどなくて鶏の「パタ

パタ飛行J程度。そのかわり飛ぶように早く走

る。嘆からもわかるように肉食鳥で相当なと悪食

家主 0 昆虫や蛇を1'!；；食としている。当園では小あ

じ、鯨肉を与えている。 ー鶴仲間長屋H の一角に

落ち着きましたが、 「あれで私達鶴の仲間だなん

て本当かしら」とは、鶴イ中間でもエレガント な姿

態では定評のある隣りの羽衣鶴の E言い分ミ ？。

珍鳥「セリーマ夫妻J入園

《

一一一－'( ’ 

一ーヨしたのか、もたつきながらも急いで母さんの方へ

逃げて行きます。それでも 2～3羽遅れるのがい

て、母烏は時々後をむいては立ち止り、私たちを

威嚇しながら ヒナたちを集めています。できるだ

け驚ろかないようにカメ ラの用意をしながら観察

しました。

めすの色は薄茶色、自の上の肉冠はありませ

ん。 ヒナはキジのそれiとよく似ておりますが、E止
まで羽毛Kおおわれているのが特徴でしょう。ζ

の親子連れは哲らくすると少し離れたと乙ろで落

ちついてくれたので、充分観察やカメラlζ収める

乙とができました。それから少し行ったと ζろで

又、ヒナを6羽連れているめすを発比。 ヒナの大

きさも前回のと余り変らず、同じ頃フ化したもの

と恩われます。さらに冷池小屋附近でおす。ずっ

と行った爺ケ岳で採食中の一番を見る乙とができ

ました。

元来冨烏は、キジ科では珍らしく一夫－!hilで、

抱卵中めすが採食iとでると必ずおすがその代りを

するというなかなかの愛妻家です。しかし乙のお

すも卵がフ化すると、今まで一絡にいた斐とも別
れ、テリトリーもすてて、おすたちは集団で生活
をするそうです。

との雷鳥も最近では、登山者の激為11'／と観光IJ日発
のため、生息適地が幸子るしく減り、その保存lζ
問題がある といわれております。

しかし36年から 3ヶ年にわたり、地元大l町市や
信州大学などの手によって、乙乙後立山述峰にお
いて熱心に調査され、長い間角平明できなかった生
態が明らかiとされ、保護のためi'tillな資料が出さ
れました。
さらlζ白馬岳から富士山lζ移したのが繁殖するな
どの、明かるいニュースもあります。ζれからも
ζの愛すべき雷鳥が絶滅するようなととのないよ
う、注意し守っていきたいものです。

写真東 政

文 大野尊

宏

信

北アルプスが育ててくれる雷鳥を写してくると

いって、束、大野両君が勇ましい姿で出かけたの

は7月8日のζ とでした。 当時は雨が多かったの

で、いささか心配でしたが、なかなか立派な写真
が出来ております。

両君の苦よ｜・のあとが充分に伺えます。今回はそ

の探訪記を皆様に紹介するととにしました。

北アノレプスiζ雷鳥を訪ねて

特別天然記念物雷鳥は、氷河時代の迫存動物と
して、現在では日本アルプスの株高2400m以上の

高地のみに生息する非常に貴重な烏ですが、私た

ちは最も生息数の多いといわれている北アルプス
後立山述蜂K訪ねてみました。

7月とはいえ、まだまだ多くの雪渓を残し、ミ
ヤ7 キンパイ ・チングルマ ・クロユリ等の高山純

物が花聞き、ようやく春が来たという感じです。

待盟の＇JU斗を私達が最初』ζ発見したのは、八）j

尾線第2ケJレン附近の茂みで採食「11のおすでし

た。大きさは鳩ぐらい、色は黒褐色で腹部と背「，，

のと ζろどζろは白色でした。そして自の上に小
さな肉冠があります。

その日は、あいにくの悪天で雨風が激しく 、お

まけにガスがかかって視界はlOm内外という状態

でした。 果して乙んな日 IC~li.i.':~;01見られるかどう
か心配でしたが、運よく少しガスが晴れたII寺、前
方iζ発見、私たちは急lζ股の前lと現われた笛.cw::
驚ろき、今までの疲れも忘れて夢，－，，でνヤッター
を切りました。

やがて私たちを有頂天にした冨.C~は雪の上を走
るように逃げて行き再びおおわれたガスで見えな

くなってしまいました。消えて行った古鳥を見送

りながら、しばらくは初めて見た喜びを味わうと

共に、との小さな鳥が、なぜかすごくたくまし く

思えてなりませんでした。

それからも天候はいぜんとしてよくなりません
でしたが、ζ ζから一時間程登ったと ζ ろで一

羽、閉じくおすをみる ζ とができました。ζれら

との目見たおすはテ リトリーの嘗滅や防術にあた

っていたものと思われます。

次の日は、昨日の風雨もおさ まり、tli£い留雨の

みで、 ζ れも出発して 1時間位して殆んどやみ、

とζ ろどとろlと青空が顔を出すという状態で、凶

ノ＇JIζは立山、食lj岳などの高峰が雪をかぶり白く光

っておりました。会、な岩場の連続を過ぎ、大黒岳
lζ至るなだらかなコノレ部を歩いていると、足元で
ピヨピヨと鳴く声がするので、ふとはいまつのブ－
を見るとフ化後聞もないと思われるヒナが飛ひe出
して米たのです。一羽二羽…・全部で六羽、それ
に母1：ふヒナたちは笑然現われた人聞にびっ くり
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